歴史地震研究会2014年度　第4回幹事会議事録
日時：2015年4月13日（月）17：00～19：15
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林　豊、内田篤貴、石辺岳男、金田平太郎（以上、幹事）、新谷勝行（行事委員）、諸井孝文（以上、監査役）
1.  功績賞選考委員会の報告
　林総務委員長から、功績賞選考委員会では次回幹事会までに本年度の授賞候補者を決定する日程で選考作業を進めることが報告された．

2.  会員数の報告

　内田財政委員長から、1月30日以降の入会の申込および大会の申し出はなく、会員数は296名のままであることが報告された．

3.  歴史地震の発行について

　金田編集出版委員長から、以下のとおり報告、および編集経費と無償送付先変更の提案があった．

・『歴史地震』30号への投稿17編の編集状況の報告があった．受理済みが5件で、ほかは修正中、査読中、著者による修正中などである．

・編集ペースは順調であり、5月末までに各論文を受理し、7月末に発刊する予定である．編集経費として、査読用の印刷代・郵送料、編集補助雇用を要するので承認いただきたい．

・アンケートの集計結果を踏まえた無償送付先の変更案を作成した．無償送付に係る費用は発行頁数等によるが30号の場合は1箇所につき1,000～1,100円程度になる見込み．
報告を受けて、編集経費の支出について承認した．
30号以降の具体的な無償送付先を議論し、アンケートで継続送付が不要と回答した機関に加えて、大学・研究機関・省庁・社団や財団法人のうち回答がなかった機関へも本号から配布を継続しないこととした．国立・公立図書館には配布を継続して全都道府県に『歴史地震』がある状態を維持することとした．この結果、次号の無償送付先は197箇所から120程度になる．
4.  広報について

　石辺広報委員長から、以下の通り報告があった．

・ホームページの情報について、歴史地震第29号のPDF版の掲載、幹事会議事録の掲載、などの更新をした．

・mushaメーリングリストに2名を新規登録した．
・京丹後大会の案内を11学協会に送った．学協会により案内方法は異なり、ニュースレター（日本地震学会と日本活断層学会）、メールマガジン（日本第四紀学会、日本地質学会、日本堆積学会）、ホームページ掲載（日本第四紀学会、史学会、日本地質学会）、紙媒体でのお知らせ（史学会、歴史学研究会、日本史研究会、日本歴史学会、地方史研究協議会、歴史科学協議会）による．

報告を受けて、歴史地理学会と京都歴史災害研究会の連絡先を調べて追加で案内することとした．
5.  2015年大会について
　新谷行事委員から、2015年大会の準備状況と今後の予定について報告があった．
・昨日までに4人から5件（口頭講演4、ポスター1）の発表申込を受け付けた．
・巡検ルートを下見してスケジュール案を作成し、費用を概算した．今後、巡検資料を作成する予定．

・公開講演会は、植村善博（佛教大学）「北但馬・北丹後地震の被害と復興過程」、松井敬代（豊岡市教育委員会）「（仮）北但馬地震の復興建築」、新谷勝行（京丹後市教育委員会）「北丹後地震の記念碑・震災記念館と復興建築」の講演で構成する．

・プログラム確定後に、研究会会長名の依頼文書を受けて、京丹後市・京丹後市教育委員会との共催の手続きを始める．

以上の報告を受け、今後の準備の進め方について次のことを決定した．

・準備は順調に進んでいる．予定通り5月末の講演申込締切後に行事委員でプログラムを組む．その際、講演申込み数に応じた発表時間の決定や追加の講演の設定などで時間を調整する．プログラムの承認はメール審議とする．

・予稿集の作成部数は7月末締切の参加申込の状況で決めるが、会場近くに刷り増しできる場所がないことを考慮して、不足しにくいように多めに作ることにする．
6.  会計収支の問題について

　内田財政幹事から、2006～2014の各年度の研究会の収支と会員数の特徴について報告があった．

・会員数は2009年までは190人程度で横ばい、2010年度から増えて2014年度に260人、現在はさらに増えて290人を超えた．収入は大部分が会費で、会員数の増加と共に着実に増えている．2013と2014年度には滞納会費の徴収による収入がある．
・大会単独の収支は、黒字の時も赤字の時も多くて10～20万円．

・最大の支出項目は印刷費で、年度により増減があるが支出の約7割を占める．2013年より『歴史地震』の印刷費が増加傾向にある．

・最近は会議費（幹事会への出席旅費）の支出が増加している．また、恒常的ではない支出項目として、功績賞とアーカイブ費などが加わった．アーカイブ費は今のところ実質の出金はない．

・現状の収支では、40万／年の赤字となり繰越金がなくなる4年後には財政危機になる．

・年会費を4,000円にした場合、功績賞とアーカイブ費等の恒常的でない支出を除いて収支が均衡し、安定な財政となると考えられる．5,000円では収入が支出を上回る程度になる．

以上の報告を受け、次のような議論があった．

・ホームページは、近いうちに静岡大学のサーバから別の場所に移す必要があり、歴史地震のアーカイブなども収録する必要があるので、ホームページ管理費は支出が増える要因となる．
・『歴史地震』の研究会報告の部分の文字を小さくすると頁数を減らせる．

・会計収支状況を会員に理解してもらうため、総会では単年度の予算とは別に、平年的な収支のシミュレーションを示せるよう準備をしたい．シナリオは次のとおり設定する．会員数は300人、大会は3.5日（発表会2日＋公開講演会0.5日＋巡検1日）で数年に1回は会場借料が発生、大会参加者数等は直近の実績値（参加者数は会員数×0.43、発表数は会員数×0.18、会誌への論文掲載数は会員数×0.06）、会誌発行部数は会員数＋無償送付先120部、幹事会開催のための会議費は現在と同額、他の事務費も現在と同額、会費は3,000円と4,000円の2ケース．
7.  次回の幹事会
　2015年7月6日（月）17時00分からを予定．
